
つながる
「人・学び・体験」

教職員 １～９年生

地域・社会

教職員がつながる ９年間がつながる

地域や社会と
つながる

ワタシを
つくる

ささえる
・安全と安心
・長期的な使用
・環境にやさしい

つながる
「人・学び・体験」

ワタシを
つくる

・ワタシの居場所
・ワタシが学ぶ
・ワタシの居場所
・ワタシが学ぶ

教職員 １～９年生

地域・社会

教職員がつながる ９年間がつながる

地域や社会と
つながる

整備方針の
イメージ図です

令和 6 年 1 月
策定

新しい学校づくり検討会で
意見を出し合い、コンセプトを
決めました！

整備方針は、 コンセプトと施設の計画を
結ぶもので、 コンセプトの検討過程で出さ
れた、 両地域に共通する大事にしたい思

牧之原市義務教育学校施設整備牧之原市義務教育学校施設整備
基本構想 ・ 基本計画　基本構想 ・ 基本計画　 【【概要版】概要版】

基　　本　　構　　想

市では、市立小学校８校、中学校２校を再編して、新たに１年生から９年生までを一貫して育むことができ
る「義務教育学校」を２校つくります。「牧之原市義務教育学校施設整備基本構想・基本計画」は、新しく
つくる学校施設の整備に係る基本的な考え方を示すものです。

相良地域のコンセプト
　『夢につながる　みんなの学校』

ワタシをつくるスタートラインとして、 教職員、 保護 
者、 地域がみんなで子どもの主体性やこころざし
を育てることにより、 子どもの夢の実現につなげる
ことができるような学校とする。

榛原地域のコンセプト
『地域と共に　わくわく学び ・ 体験できる　みんなの学校』

子どもがやりたいことにチャレンジできる環境を整え、
学びや体験、 人とのつながりにより子どものこころ
ざしを育てる。  個性や多様性が尊重される中で、 
子どもが地域の人たちと共に、 楽しくわくわくする
ような多様な学びや体験ができる学校とする。

学校施設のコンセプトは、学校再編計画の目指す学校像「みんなの学校」を両地域の
共通コンセプトとし、そこに相良地域・榛原地域が特に大切にしたいことを表現しました。
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　　基　　本　　計　　画

いや機能などの
キーワードをつな
げたものです。

「ワタシ」 とは、 子ども一人一人
のことです。 子どもの個性や主
体性を尊重できる施設とします。

「ワタシ」が多様な ｢人・もの・こと」
に触れることができる施設とします。

子どもの居場所となり、 つながる
ことができるよう、 安全で機能性
と汎用性が高い施設とします。

●      新しい学校の学年の区切りは、　
　 ４- ３- ２制を基本とします。
●      教育活動や実情に応じて 2-2-3-2

制、 5-4 制などの枠組みで行うこと
ができるようにします。

子どもの発達段階や年齢の特性
に応じた教育活動

学年の区切り

学校施設のコンセプト

学校施設の整備方針

通学方法

通学手段と対象距離
●      スクールバスは無償を基本とします。

通学路の考え方
●      通学路は防犯面も考慮した上で、既に整備されている又は

整備計画がある道路を優先します。

学年 徒歩 自転車 バス

1 ～ 2 年生

2.5 ㎞未満

希望制

３～６年生 2.5 ㎞以上

７～９年生 2.5 ㎞以上 ６㎞以上

※榛原地域：坂部区の 1 ～ 6 年生はバス通学の対象。
※ 相良地域：萩間地区の 1 ～ 6 年生・地頭方地区の 1 ～ 9 年生は

バス通学の対象。
※距離は実測距離。

1  ワタシをつくる1  ワタシをつくる 2  2  つながる「人・学び・体験」つながる「人・学び・体験」 3  ささえる3  ささえる
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１～４年生
 （ 4 年間）

 5 ～ 7 年生  
 （ 3 年間）

8 ・ 9 年生
 （ 2 年間）

全館空調全館 Wi-Fi

木材活用

安全で移動しやすい通路、 階段等

プレゼンスペースのイメージ

授業のワークスペースを拡張

学年単位での活動ができる広さ

職員コーナー

ゆとりある広さ

可動仕切

オープンスペース

多角的な活動ができる教室まわりのイメージ 普通教室とつながるオープンスペースのイメージ

明るく開放的で交流の場にもなる学校図書館のイメージ

詳細は開校準備段階
に地形や地域の実情
に応じて定めます。

安全と安心　
● 誰もが安心して過ごせる安全

な施設
● 地域の災害拠点となる施設

長期的な使用　
● 維持管理しやすく長期的に使

用できる施設
● 将来的な技術革新や社会・学び

の変化に柔軟に対応できる施
設

環境に優しい　
● 脱炭素社会に配慮した環境に

やさしい施設

ワタシの居場所
●学校に行きたいと思える魅力あ

る施設
●明るく開放的な空間
●   木材の積極的な活用
● 誰もが健やかに生活できる環境

ワタシが学ぶ
● 子どもが快適に学べる空間
●いつでもどこでも学べる
● 多様な子どもへの対応

９年間がつながる　
●多様な学びができる柔軟な学習空間
●９年間の教育活動が充実する環境
● 子ども同士の交流がしやすい環境

教職員がつながる
●コミュニケーションが取りやすく、

効果的・効率的な執務環境
● 働きやすい環境の整備

地域や社会とつながる　
●地域と共に子どもを育むことがで

きる環境
●地域と共にある学校としてみんな

が利用できる環境（複合化・多機
能化）
● 国際社会に触れる機会やグローバル

なコミュニケーションができる環境
●  地域性を活かした施設



平成 29 年度の「望ましい教育環
境のあり方に関する方針」から
これまでに延べ 10,494 人から　
9,392 件の意見をもらったよ

基本構想 ・ 基本計画ができるまで

発行元 牧之原市教育委員会  学校再編推進室
〒 421-0592　静岡県牧之原市相良 275 番地
TEL ： 0548-53-2640 FAX ： 0548-53-2657
E-mail ： g-saihen@city.makinohara.lg.jp

推進に向けて

【敷地の特徴と主な選定理由】
●  各区からのアクセスがよく、 地域の理解が得られやすい。
●  既存学校敷地だけでも 4.5ha の広さがある上、 代替地整

備の必要がないことから、 整備にかかる費用が抑えられる。
●  河川浸水区域内だが過去に校舎への浸水被害はなく、 建

築計画等の工夫で安全 ・ 安心な施設を整備可能である。

配置の主な考え方

配置の主な考え方

造成の主な考え方
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般若寺

16.1

W

園沢川

19.8

33.1

坂下池

40.3

N

テニスコート

グラウンド
バスロータリー

調整池

駐⾞場

バス駐⾞場

校舎

教室はバイパスと対面させない

バス乗降時に⾬に濡れず安全に乗降できる

駐⾞場から近い場所に校舎を配置

進⼊路を新たに整備
（主に⾃動⾞⽤）

徒歩・⾃転⾞の通学路とする

徒歩・⾃転⾞の通学路とする

調整池を整備

プール

※ ⽇影・道路斜線等の法規は未確認
※ 調整池の大きさ等は未確定

相良地区義務教育学校 配置例
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付替市道

テニスコート

±0

+1200
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遊具広場
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14
00
0

N

上部送電線

バスロータリー

調整池調整池

調整池

駐⾞場

駐⾞場

校舎

+1200

±0

グラウンド

仮校舎は造らず、新校舎等は現在の敷地を拡張して整備

グラウンドの遊水池機能継続のため、
地盤⾼は変更しない

送電線からの離隔を確保

調整池を整備

建築予定箇所は
浸水しない⾼さ

周辺道路の渋滞緩和
対策のため、 駐⾞場
内にロータリーや迂回路
の整備等を検討

プール
敷地拡張部分

榛原地区義務教育学校 配置例

※ ⽇影・道路斜線等の法規は未確認
※ 調整池の大きさ等は未確定

23.10.10

基本構想・基本計画の本編は
右の QR コードから市のホー
ムページでご覧になれます。

●   普通教室 ・ 特別教室とバイパス
が対面せず、 可能な限り校舎か
ら海が見える配置とします。

●   動線に配慮して、 駐車場から近
い場所に校舎を配置します。

● 新校舎等は、 現在の敷地の北側を拡張して整備します。
●  校舎等の建築予定箇所は、 1000 年に 1 回起きるとされる
河川洪水が発生しても浸水しない高さとします。

●   現在のグラウンドの遊水池機能を継続するため地盤高を変
更せず、 新たな調整池を分散して整備します。

●     新しく拡張した敷地に、 校舎、 屋内運動施設、 プールを配置し
ます。

●   敷地北側の送電線から必要な離隔を確保した施設配置とします。
●     学校周辺の水の流れを遮ることがないよう配慮した配置としま

す。

スケジュール（案）令和12 年度開校

スケジュール（案）令和15 年度開校

●   敷地奥の山を削り面積を確保、 削った土を
低い箇所へ入れ一段の平らな面とします。

● 敷地南東部に接続する進入路を主に自動車
用として整備し、 既存の南北の道路を徒歩
及び自転車の通学路として、 交通面や防犯
面の安全も考慮して整備します。

造成の主な考え方

【敷地の特徴と主な選定理由】
●   市街地の近接地であり、 周囲には、 公共施

設や商業施設、 山林や田畑があるため、 体
験活動などの幅広い教育活動がしやすい。

●  候補地の中で最も広い平場を確保でき、 適
切な施設配置が可能。

●   他の候補地と比べて大規模な造成や代替施
設整備の必要がなく、 建設費が抑えられる。

●  国道 473 号バイパス大沢インターチェンジ
が近くアクセス ・ 利便性が良好。

※ 配置は一例であり、 設計時に改めて検討します。

40.3※　 配置は一例であり、 設計時に
改めて検討します。

10/21

第1回

事例紹介・ 学校のコン
セプト・

11/22

先進地視察

愛知県瀬戸
市立にじの
丘学園

12/22

第2回

通学方法
（対象学年・
　範囲等）

2/9

第4回 第5回

5/10.12

第6回

基本構想・
基本計画
（たたき台）

第7回

基本構想・
基本計画
　（素案）

報告会

7/12.14 9/26.29 10/24.26 2/17
R4 R5 R6

●　意見を聞く機会や説明会を開催

第3回

施設の使い方

学校のコン
セプト・
整備方針案

学校施設と
配置案・
エリアと動線

新しい学校で
大切にしたいこと

学校用地候補地選定委員会　６回61人●　新しい学校づくり検討会で協議　14回 295人

アンケート・
ヒアリング

ワーク
ショップ 意見交換 説明会

4回265人

子ども・高校生
教職員等

出前事業
パブリック
コメント

勉強会・
報告会

保護者
教職員

市民
市内通勤通学者

自治会
保護者・教職員

小中学校で開催
保護者

学校関係者等
地域・保護者
教職員等

1回 56人36回 3469人7回 498人8回 113人3回 722人 4回 648人
その他61人

相良地域の計画相良地域の計画 榛原地域の計画榛原地域の計画

Ｒ15Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14年度

造成設計 基本設計・実施設計 建設工事
引
越
し

造成工事
外構・

ロータリー

設計

本体工事

造成工事

外構

埋蔵文化財

発掘調査

道路整備工事

発掘調査

仮進入

路整備
進入路整備

基本設計・造成設計・実施設計 建設工事

造成工事

設計

本体工事

造成工事

外構

仁田体育館

解体工事

道路整備工事

引
越
し

解体設計・工事

道路設計・工事

校舎解体
駐車場・
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建築設計時にも子ども、教職員、保護者、地域などからの意見を聞きながら進めます。
開校４～５年前から（仮称）開校準備委員会において校名、バスのルート等を検討する予定です。

 校地校地決定決定    

国道 473 号
国道 473 号

バイパスバイパス

大沢インター
大沢インター

チェンジチェンジ
北側周辺北側周辺

校地校地決定決定

牧之原市立
牧之原市立

榛原中学校
榛原中学校

及び周辺及び周辺


